
家づくりをとことん楽しむ
５つのコツ

一度建てたら、長く住み続けるマイホーム。

デザインや内装、外装、設備などを考える時間は、とても楽しいひとときです。その一方でお金のこと、

住む土地のこと、間取りや設備のことなどで悩みを抱え、不安になったり、難しく考えてしまったりす

るお客様が少なくありません。はじめての家づくりを不安なく、楽しく進めるにはコツがあります。マ

イホーム計画から実際に住んだ後まで、家づくりをとことん楽しめる5つのコツをチェックしておきま

しょう。

家族の希望をていねいにヒアリング

家づくりを楽しむなら、家族全員の希望をじっくりヒアリングしましょう。

自分の理想がかなえられたマイホーム計画であればあるほど、明るい気持ちで進められます。

住む人それぞれ理想を満たした間取りを検討したり、家族で楽しめる趣味の空間を作ったりして、

完成が楽しみになる家づくりにしましょう。

リビングやお風呂、トイレといったくつろぎの場所や共有部分は、特に意見を寄せ合いたい部分です。

はじめての家づくりを不安なく、楽しく進めるにはコツがあります。

家づくりを
楽しむコツ
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本好きな家族が集まるなら、図書館のような本棚があるリビング。

音楽が趣味の家族なら、楽器を置けるスペースやこだわりの音響設備があるリビングなど、

＼“好き”を大切にした、心弾むマイホームを建築しましょう／



家づくりを楽しく進めるなら、できるだけたくさんの情報を集めましょう。

仮にキッチンのスタイルや設備を決める場合、選べる種類が多ければ多いほど、自分好みのアイテ

ムを選ぶ時間が充実します。

マイホーム建築は、どっちが良いか迷うくらいの方が楽しい時間になります。

迷いに迷った結果、選んだ自分だけの家は、「建てて良かった！」
そんな嬉しい気持ちを毎日感じられる空間になるでしょう。

資料やパンフレットを集めたり、モデルルームやハウスメーカーへ足を運んだり、積極的な行動で

こだわりの家づくりをスタートしてください。

マイホームを建築した時と20年後、30年後では、暮らし方が大きく変わります。
幼稚園や小学生だった子どもが巣立って一人暮らしをしていたり、介護を理由に親と同居をはじめ

たり、といった変化が想像できるでしょう。マイホームを建てる時に、このような将来像をしっか

り考えておくと、転機をスムーズに受け入れられます。

と笑顔で住める家になるように、年代に合わせた暮らし方ができるマイホームを建ててください。

✓子ども部屋を使わなくなったら、趣味の教室を開こう

✓子どもと孫が遊びに来た時に、泊まるための部屋を用意しておこう

✓将来は親と一緒に暮らしたいから。
お互いのプライベートを確保できる設計にしよう

将来の家族構成・暮らし方を検討
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２

たくさんの情報をあつめて希望を叶える
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３

など、今だけでなく未来を考えると、

よりワクワクした気持ちになれます。

あの時検討しておいて良かった！



決して安くはない、一生に一度のマイホーム。
お家の中に、どんなインテリアを置くのかも、こだわりたい部
分だと思います。

せっかく建てるなら家族を巻き込んで、家づくりのイベントや
インテリアショップに足を運んでみてください。

これまでは足を踏み入れたことがなかった、住宅展示場や住宅
関連のイベント、ショールーム、大型の家具専門店、カーテン
専門店などをドライブの行き先にして、想像を形に変えていき
ましょう。中にはショッピングモールのようになっていて、1
日楽しめるインテリアショップもあります。

どれもマイホームを持つからこそ経験できる、特別な時間です。
家族で楽しみながら、理想のマイホームを手に入れてください。

大成ハウスのスタッフは、ただ家を売るのではなく、
お客様のことをつねに考え、提案しております。

マイホームについてのご希望・ご要望がありましたら、
ささいなことでも遠慮なくお申し付けください。

マイホームを建てる場合、担当者と一緒に図面をなが
める機会が増えます。ですが、実際の家は図面のよう
な平面ではなく立体です。

家づくりをする際は、どこにどんなお部屋があるのか、
設備はどうするのか、といった部分だけでなく、立体
的な様子を想像してみましょう。

モデルルームを見学したり、自宅でサイズを測ってみ
たりして、実際の雰囲気を考えておくと、よりおうち
作りが楽しくなります。

手先が器用なら、空き箱などを利用して、マイホーム
の箱庭を作ってみるのもおすすめです。置きたい家具、
カーペットやカーテンのカラーなど、どんどん想像を
膨らませて、充実の家づくりにしてください。

立体的な様子を想像してみましょう

✓玄関の扉や窓の大きさ。

✓お風呂で足を伸ばしてみた時のサイズ感。

✓リビングに座って天井を見上げた時の高さ。

✓子ども部屋にベッドを入れると、空き
スペースがどのくらいあるのか。

実際に住んだ姿を想像する
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イベントやインテリアショップに足を運ぶ
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５

ま と め
お客様に家づくりの
面白さをお伝えしたい

家が建つまでの時間を
楽しんでいただきたい

お客様一人ひとり違うご要望へ真摯に向き合い、
理想の家づくりをお手伝いいたします。


